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●待ったなし！競争法コンプライアンス

電気自動車って、
どういうもの！？ ― 6 
導入事例

例えばここにも電気自動車 ― 8
EV・PHVタウン構想

京都の特徴を活かしたEV・PHV 普及モデルを
確立し、世界へ発信する ― 10

電気自動車のさらなる普及を目指して ― 12

電池の改良で性能アップとコストダウンを図る ― 13
担当者インタビュー

自動車産業の明日に向けて ― 14 
経済産業省　製造産業局自動車課　中辻絵理

「アイ・ミーブ」色のユニフォームに身を包み、
世界初のＥＶ量産を実現した「水島工場」 ― 15

●商品取引所の商品に投資する
　初の上場投資信託（ETF）が誕生！
●「雇用創出企業」ウェブサイトの
　公表について
●～世界を変える７０のストーリー～
　ソーシャルビジネス・メッセの開催
●カーボンフットプリントマークを
　貼付した製品の店頭販売開始について
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

  TOP Interview ― 36

  EVENTS ― 34

  Info-Gallery ― 32   METI Intelligence ― 22

  TOPICS ― 24
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ここまで身近に！   

電気自動車 ― 4 

永久磁石を使わない
次世代自動車用モータ
～レアアースフリーの高性能モータを開発～

東京理科大学
理工学部電気電子情報工学科教授
千葉　明先生

  INNOVATION ARTIST ― 30

地域を元気にしている中小企業
●新しい鋳物の世界を提案します！
株式会社古久根
●黒糖焼酎のブランド化で多様な雇用を創出
株式会社奄美大島開運酒造
●チャレンジと実現化の努力
室町ケミカル株式会社

JAPAN ブランド育成支援事業

ヨーロッパで、甲州ワインが
スタンダードになる日を目指して  ― 16

エコリフォーム、エコ住宅の新築で
エコポイントが発行されます ― 20

●LED 照明の総合展示会
　LED Next Stage 2010
●第１０回 「東京発 日本ファッション・
　ウィーク」（JFW in Tokyo）
●「ワンストップ・サービス・デイ」を開催します！
●第３２回 未来の科学の夢絵画展
　　　　　　　　　　　　　　　ほか

舘内端さん
自動車評論家／
日本EV クラブ代表 Special Report

たてうちただし
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近
年
、
資
源
制
約
や
環
境
問
題
へ
の
関
心
の
高
ま
り
を
背
景
に
、
電
気
自
動
車

（
E
l
e
c
t
r
i
c 

V
e
h
i
c
l
e
： 

E
V
）が
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。電
気
で
走

る
自
動
車
と
聞
く
と
＂
未
来
の
乗
り
物
”と
思
う
方
も
い
る
と
思
い
ま
す
が
、実
は
決
し
て

そ
ん
な
こ
と
は
な
く
、国
内
で
既
に
販
売
さ
れ
、カ
ー
シ
ェ
ア
リ
ン
グ
や
レ
ン
タ
カ
ー
と

い
っ
た
形
で
ま
ち
の
中
を
走
っ
て
い
ま
す
。一
方
で
、E
V
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て
は
、

価
格
や
充
電
イ
ン
フ
ラ
な
ど
の
課
題
も
依
然
と
し
て
あ
り
ま
す
。電
気
自
動
車
は
ど
こ
ま

で
身
近
な
も
の
に
な
っ
て
い
る
の
か
。こ
こ
で
は
電
気
自
動
車
の
今
と
、普
及
に
向
け
た
政

府
・
自
治
体
・
企
業
の
取
組
を
紹
介
し
ま
す
。

電
気
自
動
車

Special         F
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こ
こ
ま
で
身
近
に
！
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ガソリン自動車と電気自動車
ってどう違うのですか？

ガソリン自動車は、ガソリンをエンジンで燃焼さ
せ、車を駆動させるのに対し、電気自動車は電動

モーターで車を駆動させます。電気自動車の大きな特徴と
しては、以下の３点が挙げられます。

①走行時に排気ガスを出さない
②騒音が小さい
③ランニングコストが低い

（安価な夜間電力を利用して自宅で充電できるため）

どのくらいの価格で
購入できるのですか？

電気自動車の価格は、現在、ガソリン自動車に比
べるとまだまだ高いと言われています（三菱自動

車工業の「i-MiEV」は 459.9 万円（税込）、富士重工業
の「スバル　プラグイン　ステラ」は 472.5 万円（税込）
※いずれもメーカー希望小売価格）。電気自動車の普及の
ため、政府では、１台当たり上限約１４０万円の補助や自
動車重量税・取得税の免税を行っています。

※国の補助制度に加えて、独自に補助制度を実施してい
る地方自治体もあります。詳細は、各自治体にお問い合
わせください。

A

A

充電はどのようにするのですか？

充電は、設備を整えれば、自宅のガレージやまちのガソリンスタンドな
どでも行うことができます。充電にかかる時間は、充電方法によって異

なります（詳細は下の図をご覧下さい）。現在、民間企業・自治体等が中心となっ
て、充電設備の整備を進めているところです。

スピードはどのくらい出ますか？
何キロ位走れるのですか？

現 在 販 売 さ れ て い る 電 気 自 動 車 の 最 高 速 度 は 約 100km/h ～
130km/h であり、高速道路走行も可能です。また、航続距離は

約 90km ～ 160km とされています。ただし、走行以外に、エアコン
などでも電気が消費されるため、特に冬場は航続距離が短くなる
という課題もあります。

Special         Focus

！？

A

A

主な充電方法と航続距離※の図　※航続距離：1 回の充電で走れる距離

※電気料金は契約形態によって異なり、上記は一般家庭における標準的な料金を示す。

航続距離 
160km の場合

充電インフラの
整備

想定される場所

航続距離 
80km の場合

設置費用 （工事費含む）

電
気
自
動
車

コンセント等（フル充電）

100V 200V
急速充電器

（80%充電）

自宅ガレージ 時間貸駐車場 ショッピングセンター

カーディーラー、カー用品店、コンビニ、病院、商業施設等 ガソリンスタンド、高速道路ＳＡ、商業施設等 

約 600 万円約 50 万円約 5 万円

約 15 分約 4 時間約 8 時間

電気料金※　昼間：約 350 円、夜間：約 110 円 

約 30 分約 7 時間 約 14 時間 

Q&A

電
気
自
動
車
っ
て
、ど
う
い
う
も
の

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）、名
前
は
よ
く
聞
く
け
れ
ど
実
際
は
ど
う
い
う
も
の
な
の
で
し
ょ
う
か
。

そ
ん
な
電
気
自
動
車
へ
の
疑
問
に
お
答
え
し
ま
す
。

※性能は車種によって異なります。詳細は、メーカーにお問い合わせください。

エコカー補助金についてはこちら。
●（社）次世代自動車復興センター
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導入
事例電気自動車のカーシェアリング

「みんなのEV」、実験中

オリックス自動車と共同で、電気自動
車のカーシェアリングサービスを実験
的に開始。東京・神奈川の 3 カ所を拠
点として、計 90 名のモニターの協力
の下、走行データなどを集めています。
カーシェアリングでは、家族の勤め先・
通学先への送迎やお買い物など短距離
移動が中心となるため、航続距離の心
配もなく、快適にご利用いただいてい
ます。今年の６月から本格的にサービ
スを開始する予定です。

新日本石油株式会社

ガソリンだけじゃない、新しいスタ
ンドのあり方を考えています。

●EV チャージステーション・プロジェクト

カーシェアリング 1
事例

A1
5

A1
4

A1
2

A1
5

AA1
3

A1
3

下揃え

電気自動車で店舗を巡回

「みんなと暮らすマチを幸せにします」
という企業理念を踏まえ、環境保全活動
に積極的に取り組んできたローソンで
は、店舗の省エネに加え、店舗巡回車の
電気自動車化も推進。2010 年 1 月末
までに37台の電気自動車を導入。また、
東京都や横浜市と連携し、急速や倍速充
電スタンドを設置する他、資源エネル
ギー庁のデータ収集にも協力するなど、
EV 普及に向けた様々な活動を行ってい
ます。将来的には店舗の充電ステーショ
ン化も検討していく予定です。

株式会社ローソン

東京・神奈川・大阪・中部地区の都市部を中心に電気自動車
で店舗を巡回しています。

●株式会社ローソン／ニュースリリース

店舗巡回車3
事例

EV・PHVタウンを目指し
電気自動車のレンタルを開始
ニッポンレンタカーサービス株式会社

滑らかな走行感から、環境への貢献
を実感できる乗り心地です。

ニッポンレンタカー神奈川では、昨年
９月から電気自動車を導入。平日は県
庁などの公用車として利用し、土・日・
祝日は一般の方へも貸し出し中です。2
月からはより多くの方にご利用いただ
けるようレンタルを 3 時間単位から 1
時間単位に変更しました。今後も地球
環境の未来を見据え、EV の普及に向け
た様々なサービスやシステムを導入し
ていく予定です。

●ニッポンレンタカー神奈川：NEWS
●電気自動車体験記

カーレンタル 2
事例

例
え
ば
こ
こ
に
も
電
気
自
動
車

電
気
自
動
車
（
Ｅ
Ｖ
）は
、ま
だ
購
入
者
が
少
な
い
の
が
現
状
で
す
が
、

積
極
的
に
導
入
を
進
め
て
い
る
企
業
や
自
治
体
も
あ
り
ま
す
。こ
こ
で
は
4
つ
の
導
入
事
例
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

さいたま市では、温暖化対策として、
EV 普 及 の た め の プ ロ ジ ェ ク ト

「E-KIZUNA Project」に取り組んでい
ます。その一環として市民との関わり
の強い青色防犯パトロールカーに、電
気自動車１０台を導入。車体には各区
のイメージカラーを塗り、防犯パトロー
ルなどに利用しています。その他にも
充電設備の整備や導入促進、試乗会や
EV 教室など、様々な EV 普及の活動に
力を注いでいます。

●さいたま市／ニュースリリース

カラフルパトカーで
電気自動車をアピール
さいたま市交通環境対策課

出発式では色とりどりの 10 台が集結。2 月から各区内を走
行しています。

防犯パトロール4
事例

Special         Focus
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EV・PHV
タウン構想

京
都
の
特
徴
を
活
か
し
た
E
V
・

P
H
V
普
及
モ
デ
ル
を
確
立
し
、世
界
へ
発
信
す
る

2
0
0
9
年
よ
り
、電
気
自
動
車
（
E
V
）、プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
P
H
V
）※
の
本
格
普
及
に
向
け
た

実
証
実
験
の
モ
デ
ル
事
業
「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン
構
想
」が
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。自
治
体
は
、そ
れ
ぞ
れ
特
色
を
活

か
し
た
計
画
を
策
定
し
、E
V
・
P
H
V
の
普
及
を
目
指
し
て
い
ま
す
。今
回
は
、そ
の
中
で
も
「
観
光
」と
い
う
強
み

を
活
か
し
た
京
都
府
の
「
京
都
Ｅ
ｃ
ｏ
観
光
」に
つ
い
て
紹
介
し
ま
す
。

Special         Focus

全
国
初
！
E
V
普
及
に
向
け
た

促
進
条
例
を
制
定

　

京
都
府
で
は
、
従
来
か
ら
、
運

輸
部
門
に
お
け
る
C
O
２
削
減
に

向
け
、「
エ
コ
ド
ラ
イ
ブ
」（
ア
イ

ド
リ
ン
グ
ス
ト
ッ
プ
な
ど
C
O
２

排
出
量
を
抑
え
る
運
転
）
な
ど
意

識
啓
発
を
中
心
と
し
た
取
組
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、

C
O
２
排
出
量
を
さ
ら
に
削
減
す

る
た
め
に
は
、
意
識
啓
発
だ
け
で

は
な
く
、
次
世
代
自
動
車
等
の
導

入
を
進
め
る
必
要
が
あ
る
と
考

え
、
E
V
・
P
H
V
の
普
及
促
進

を
進
め
る
こ
と
と
し
ま
し
た
。　

　

そ
こ
で
、
府
は
全
国
に
先
駆
け

て
、
電
気
自
動
車
等
の
普
及
促
進

条
例
を
制
定
。
ま
た
、自
動
車
メ
ー

カ
ー
な
ど
関
係
者
に
よ
る
協
議
会

で
の
議
論
を
踏
ま
え
、「
電
気
自

動
車
等
普
及
促
進
計
画
」
を
策
定

し
ま
し
た
。
計
画
で
は
、
２
０
１

３
年
度
ま
で
に
５
０
０
０
台
の
導

入
目
標
を
置
く
と
と
も
に
、
購
入

補
助
金
な
ど
の
具
体
的
な
支
援
策

を
も
り
こ
む
な
ど
、
E
V
・

P
H
V
の
普
及
を
積
極
的
に
推
進

す
る
も
の
と
し
て
い
ま
す
。

寺
社
に
充
電
器
を
設
置

E
V
で
京
都
観
光
を

　

府
の
取
組
の
１
つ
の
柱
が
、
観

光
と
連
携
し
た
電
気
自
動
車
の
普

及
促
進
で
す
。
京
都
で
は
観
光
で

タ
ク
シ
ー
や
レ
ン
タ
カ
ー
が
よ
く

　

上
賀
茂
神
社
で
1
4
0
0
年

前
か
ら
行
わ
れ
て
い
る
「
葵
祭
」

は
ど
こ
に
で
も
あ
る
「
葵
」
と

い
う
植
物
が
モ
チ
ー
フ
で
し
た

が
、
現
在
で
は
見
つ
け
る
の
が

難
し
く
な
っ
て
し
ま
い
ま
し
た
。

上
賀
茂
神
社
が
E
V
充
電
器
を

設
置
し
た
背
景
に
は
、
歴
史
あ

る
土
地
で
、
環
境
に
や
さ
し
い

最
先
端
の
E
V
充
電
器
を
置
く

こ
と
に
よ
り
、
日
本
の
文
化
や

自
然
を
守
っ
て
い
く
と
い
う
想

い
が
あ
り
ま
す
。
最
先
端
の
車

で
古
い
文
化
に
触
れ
る
こ
と
で
、

今
後
自
分
た
ち
が
守
っ
て
い
か

な
け
れ
ば
い
け
な
い
環
境
を
発

見
す
る
こ
と
が
で
き
る
と
考
え

て
い
ま
す
。

使
わ
れ
る
こ
と
か
ら
、
ま
ず
は
こ

こ
か
ら
E
V
・
P
H
V
を
導
入

し
て
い
こ
う
と
、
府
と
京
都
市
が

補
助
制
度
を
創
設
し
、
現
在
、
都

タ
ク
シ
ー
、
ヤ
サ
カ
タ
ク
シ
ー
、

F
レ
ン
タ
カ
ー
が
導
入
し
て
い
ま

す
。
同
時
に
必
要
に
な
る
の
は
、

充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
で
す
。
観

光
地
に
充
電
器
を
置
け
ば
、
充
電

を
し
な
が
ら
京
都
観
光
を
す
る
こ

と
が
で
き
ま
す
。
そ
こ
で
、
府
で

は
府
内
の
観
光
地
に
充
電
器
を
設

置
す
る
際
の
設
置
費
用
の
１
／
２

（
最
大
10
万
円
）
補
助
を
創
設
。

昨
年
11
月
に
は
上
賀
茂
神
社
と
大

覚
寺
が
充
電
器
を
設
置
し
ま
し

た
。
こ
の
よ
う
な
取
組
に
よ
り
、

最
先
端
の
車
で
京
都
の
古
い
文
化

に
触
れ
る
こ
と
で
、
今
後
の
環
境

へ
の
取
組
を
考
え
る
き
っ
か
け
に

な
れ
ば
と
考
え
て
い
ま
す
。
現
在

で
は
、
各
タ
ク
シ
ー
・
レ
ン
タ
カ
ー

会
社
や
寺
社
か
ら
も
「
う
ち
に
も

取
り
入
れ
た
い
」
と
い
う
声
が
多

数
寄
せ
ら
れ
て
い
る
そ
う
で
す
。

　

今
後
は
、
拝
観
料
割
引
な
ど
観

光
地
で
の
優
待
を
行
う
取
組
も
予

定
さ
れ
て
お
り
、
京
都
か
ら
日
本

全
国
、
さ
ら
に
は
世
界
へ
と
最
先

端
の
E
V
・
P
H
V
普
及
モ
デ

ル
を
発
信
し
て
い
く
こ
と
が
期
待

さ
れ
ま
す
。

● 

京
都
府
Ｈ
Ｐ「
電
気
自
動
車
等
の
普
及
推
進
」

● 

上
賀
茂
神
社

上：6：00 ～ 22：00 の間であれば、誰でも充電
をすることができます。
下：ＥＶ観光がスタンダードになる日は近い。

世
界
文
化
遺
産 
上
賀
茂
神
社

最 初 は、 私 も EV・PHV
がどういうものかわかり
ま せ ん で し た。 確 か に
EV・PHV の良さは、乗っ
てみないとわからない。
ならば多くの人にその乗
り心地を感じてもらおう
と試乗会などを行い、静
かさや EV のパワーを体
験してもらっています。

京都府文化環境部環境政策課
伊藤　亮介さん

権
禰
宜　

村
松　

晃
男
さ
ん

※
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
（
P
H
V
）

…
外
部
電
源
か
ら
充
電
で
き
る
タ
イ
プ
の
ハ
イ
ブ

リ
ッ
ド
自
動
車
。
夜
間
電
力
な
ど
で
充
電
し
た

モ
ー
タ
ー
の
み
で
電
気
自
動
車
と
し
て
近
距
離
走

行
す
る
一
方
、
長
距
離
走
行
時
に
は
ガ
ソ
リ
ン
エ

ン
ジ
ン
で
も
走
行
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

世界文化遺産　上賀茂神社
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EV・PHV
タウン構想

電
気
自
動
車
の
さ
ら
な
る
普
及
を
目
指
し
て

電
気
自
動
車（
E
V
）、
プ
ラ
グ
イ
ン
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車（
P
H
V
）な
ど
の
次
世
代
自
動
車
の
更
な
る
普
及
に
向
け
て
は
、

価
格
、充
電
イ
ン
フ
ラ
の
整
備
な
ど
の
課
題
が
ま
だ
残
さ
れ
て
い
ま
す
。普
及
へ
の
課
題
に
対
し
て
政
府
や
自
治
体
、企
業
が

ど
の
よ
う
な
取
組
を
進
め
て
い
る
の
か
を
追
っ
て
み
ま
し
ょ
う
。

Special         Focus

モ
デ
ル
地
域
を
選
定

　

経
済
産
業
省
で
は
、
自
治
体

と
地
域
企
業
が
連
携
し
て
、
次

世
代
自
動
車
の
導
入
や
充
電
イ

ン
フ
ラ
の
整
備
、
普
及
啓
発
に

チ
ャ
レ
ン
ジ
し
次
世
代
自
動
車

普
及
モ
デ
ル
と
な
る
地
域
を

「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン
」
と

し
て
全
国
か
ら
選
定
し
ま
し
た
。

日
本
全
国
へ
の

展
開
を
目
指
す

　
「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン
」

に
選
定
さ
れ
た
都
市
（
上
図
）

で
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
が

普
及
の
た
め
の
計
画
や
イ
ン
セ

ン
テ
ィ
ブ
を
考
え
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
初
期
需
要
の
創
出
の

た
め
に
、
政
府
や
企
業
が
公
用

車
、
営
業
車
と
し
て
率
先
し
て

導
入
す
る
ほ
か
、
タ
ク
シ
ー
や

レ
ン
タ
カ
ー
、
カ
ー
シ
ェ
ア
リ

ン
グ
な
ど
で
E
V
・
P
H
V
を

導
入
す
る
例
も
増
え
て
き
ま
し

た
。
ま
た
、
充
電
イ
ン
フ
ラ
の

整
備
も
重
要
な
ミ
ッ
シ
ョ
ン
で

あ
り
、
電
力
会
社
や
地
域
企
業

も
協
力
し
て
、
急
速
充
電
器
な

ど
の
整
備
が
進
め
ら
れ
て
い
ま

す
。「
E
V
・
P
H
V
タ
ウ
ン

構
想
」
は
、
こ
の
よ
う
な
取
組

を
通
し
て
各
地
域
が
そ
れ
ぞ
れ

の
モ
デ
ル
を
確
立
し
、
日
本
全

国
へ
展
開
す
る
こ
と
で
、

E
V
・
P
H
V
の
本
格
普
及
の

実
現
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

　

Ｅ
Ｖ
普
及
の
た
め
に
必
要
な
こ
と
、
そ
れ
は
や

は
り
現
在
の
主
流
で
あ
る
ガ
ソ
リ
ン
車
並
の
価
格

と
性
能
に
よ
り
早
く
近
づ
け
る
こ
と
だ
と
思
い
ま

す
。
特
に
電
池
の
抱
え
る
課
題
、
担
う
役
割
は
非

常
に
大
き
く
、
現
状
で
は
、
Ｅ
Ｖ
価
格
の
半
分
以

上
が
電
池
の
コ
ス
ト
で
あ
り
、
１
充
電
あ
た
り
の

走
行
距
離
も
1
0
0
～
1
6
0
㎞
程
度
だ
と
言

わ
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
寿
命
に
つ
い
て
も
ま
だ

検
討
の
余
地
が
あ
り
ま
す
。
そ
こ
で
私
た
ち
は
、

特
に
、電
池
の「
コ
ス
ト
」「
エ
ネ
ル
ギ
ー
容
量
」「
寿

命
」
の
3
点
を
改
善
し
て
い
く
こ
と
で
、
Ｅ
Ｖ
普

及
に
貢
献
し
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

　

コ
ス
ト
ダ
ウ
ン
は
生
産
工
程
の
効
率
化
に
よ
っ

て
、
近
い
将
来
に
あ
る
程
度
可
能
に
な
る
と
考
え

ら
れ
ま
す
が
、
エ
ネ
ル
ギ
ー
容
量
は
い
ず
れ
物
理

的
な
限
界
に
到
達
し
て
し
ま
い
ま
す
。
そ
こ
で
私

た
ち
は
現
在
Ｅ
Ｖ
に
主
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
リ
チ

ウ
ム
イ
オ
ン
電
池
の
正
極
や
負
極
、
電
解
液
な
ど

の
素
材
の
研
究
開
発
に
着
目
し
て
い
ま
す
。
従
来

の
鉛
蓄
電
池
な
ど
と
違
い
、
リ
チ
ウ
ム
イ
オ
ン
電

池
で
は
素
材
選
び
に
自
由
度
が
あ
り
ま
す
。
バ
ラ

ン
ス
を
と
る
こ
と
が
非
常
に
難
し
い
も
の
で
は
あ

る
の
で
す
が
、
低
コ
ス
ト
か
つ
エ
ネ
ル
ギ
ー
容
量

に
優
れ
、
長
寿
命
の
組
み
合
わ
せ
を
考
案
し
、
課

題
解
決
を
図
る
予
定
で
す
。

　

し
か
し
、
こ
の
よ
う
な
研
究
は
、
一
朝
一
夕
で

成
せ
る
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。
ガ
ソ
リ
ン
車
に

匹
敵
す
る
価
格
と
性
能
を
実
現
す
る
た
め
に
は
、

20
年
は
か
か
る
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。
従
っ
て
、

完
全
に
Ｅ
Ｖ
に
移
行
す
る
ま
で
の
過
程
と
し
て
充

電
可
能
な
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
車
の
普
及
を
視
野
に
入

れ
て
い
ま
す
。
あ
る
程
度
ま
で
電
池
の
技
術
開
発

が
進
め
ば
１
充
電
あ
た
り
約
60
㎞
の
電
気
走
行
が

可
能
に
な
る
の
で
、
平
日
の
短
距
離
走
行
は
電
気

で
、
休
日
の
長
距
離
走
行
は
ガ
ソ
リ
ン
で
、
と
い

う
よ
う
に
役
割
を
分
け
る
こ
と
で
、
ガ
ソ
リ
ン
の

使
用
を
最
小
限
に
抑
え
る
こ
と
が
で
き
る
の
で
す
。

　

決
し
て
平
坦
な
道
の
り
で
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

長
期
的
な
視
点
で
ク
リ
ー
ン
エ
ネ
ル
ギ
ー
社
会
を

見
据
え
、
今
後
も
産
学
官
連
携
で
尽
力
し
て
い
く

予
定
で
す
。

EV 普及において電池の改良は重要なファクターです。
今回は、EV 用電池の現状と課題について、
独立行政法人 産業技術総合研究所の辰巳国昭さんに
お話を伺いました。

電池の改良で性能アップと
コストダウンを図る

（
独
）産
業
技
術
総
合
研
究
所

● 

畜
電
デ
バ
イ
ス
研
究
グ
ル
ー
プ

（独）産業技術総合研究所　
辰巳　国昭さん

「EV・PHVタウン構想」

EV・PHV　約 32000 台

急速・普通充電器　約 5000 台

2013 年普及目標値

（自家用を除く）

新潟県

福井県

京都府

岡山県

長崎県

青森県

東京都

沖縄県

高知県

神奈川県

愛知県

※赤枠：EV・PHVタウン　青枠：調査地域
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担当者
インタビュー

自
動
車
産
業
の
明
日
に
向
け
て

　

岡
山
県
倉
敷
市
の
三
菱
自
動
車
水

島
製
作
所
内
に
あ
る
、
コ
ン
パ
ク
ト
な

軽
・
商
用
車
組
立
工
場
は
、
世
界
で
最

初
に
、
電
気
自
動
車
を
量
産
し
た
工
場

で
す
。
量
産
し
て
い
る
の
は
、
三
菱
自

動
車
「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」。
携
わ
る
従

業
員
は
皆
、
赤
地
に
白
字
で
「
i
ー

M
i
E
V
」
と
ロ
ゴ
が
入
っ
た
ユ
ニ

フ
ォ
ー
ム
を
着
て
、
日
々
仕
事
に
励
ん

で
い
ま
す
。

　

水
島
製
作
所
が
「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」

の
本
格
量
産
を
始
め
た
の
は

2
0
0
9
年
6
月
。
元
々
輸
出
用
の

「
デ
リ
カ
」や「
パ
ジ
ェ
ロ
ミ
ニ
」な
ど
、

小
規
模
だ
が
付
加
価
値
が
高
い
車
種

を
生
産
し
て
い
た
こ
と
、
技
量
の
高
い

集
団
で
あ
っ
た
こ
と
が
、「
ア
イ
・
ミ
ー

ブ
」
投
入
の
理
由
と
し
て
あ
げ
ら
れ
ま

す
。「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」
は
、
初
期
投

資
を
抑
え
る
た
め
可
能
な
限
り
従
来

の
ガ
ソ
リ
ン
車
と
同
様
の
作
業
形
態

を
持
た
せ
て
い
ま
す
。
違
う
の
は
、「
電

気
」
を
扱
う
こ
と
。
燃
料
タ
ン
ク
の
代

わ
り
に
バ
ッ
テ
リ
ー
を
、
エ
ン
ジ
ン
の

代
わ
り
に
モ
ー
タ
ー
を
搭
載
す
る
こ

と
で
す
。
組
立
て
の
ほ
と
ん
ど
を
手
作

業
で
行
う
た
め
、
投
入
前
に
従
業
員
の

教
育
を
徹
底
し
、
重
さ
2
3
0
kg
の

バ
ッ
テ
リ
ー
を
素
早
く
組
み
立
て
る

方
法
、
低
電
圧
対
策
な
ど
を
編
み
出
し

て
き
ま
し
た
。

　

2
0
0
9
年
度
の
生
産
台
数
は

2
0
0
0
台
。
2
0
1
0
年
度
に
は

9
0
0
0
台
を
目
指
し
て
い
ま
す
。

電
気
自
動
車
の
さ
ら
な
る
普
及
の
た

め
に
水
島
工
場
が
担
っ
て
い
る
の
は
、

生
産
性
を
高
め
、
安
全
で
品
質
の
良
い

「
ア
イ
・
ミ
ー
ブ
」を
組
み
立
て
る
こ
と
。

今
後
も
独
自
技
術
の
開
発
に
力
を
入

れ
て
い
き
た
い
と
考
え
て
い
ま
す
。

「アイ・ミーブ」色のユニフォームに身を包み、
世界初のＥＶ量産を実現した「水島工場」

● 

次
世
代
自
動
車
戦
略
研
究
会

「アイ・ミーブ」色のユニフォームで、世界の

先端を走る緊張感に包まれる従業員。電気自動

車への情熱で、全体に一体感がでている。

● 

三
菱
自
動
車
工
業
株
式
会
社　

　

こ
こ
数
年
で
、
自
動
車
産
業
を
取

り
巻
く
環
境
や
、
消
費
者
の
動
向
も

変
わ
っ
て
き
ま
し
た
。
か
つ
て
は
、

自
動
車
は
社
会
的
地
位
を
示
す
ツ
ー

ル
で
し
た
が
、
今
は
若
者
を
中
心
に

高
級
車
よ
り
も
、
使
い
や
す
い
、
手

軽
な
車
を
購
入
す
る
と
い
う
傾
向
が

あ
り
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
中
、
今
ま

で
の
よ
う
に
自
動
車
の
価
値
を
感
じ

て
、
様
々
な
人
に
自
動
車
に
乗
っ
て

も
ら
う
た
め
に
は
、
ど
う
す
れ
ば
い

い
の
か
考
え
て
い
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。

　

こ
れ
ま
で
、
日
本
の
も
の
づ
く
り

産
業
は
自
動
車
産
業
が
牽
引
し
て
き

た
と
言
っ
て
も
過
言
で
は
あ
り
ま
せ

ん
。
日
本
が
引
き
続
き
、
も
の
づ
く

り
産
業
で
世
界
の
ト
ッ
プ
を
走
っ
て

い
く
た
め
に
は
、
自
動
車
及
び
関
連

産
業
が
勢
い
を
保
ち
続
け
る
必
要
が

あ
り
ま
す
。経
済
産
業
省
と
し
て
は
、

そ
の
た
め
に
何
が
で
き
る
か
を
検
討

し
て
い
ま
す
。

　

エ
ネ
ル
ギ
ー
問
題
や
地
球
温
暖
化

問
題
が
世
界
中
で
注
目
さ
れ
て
い
る

今
、
ガ
ソ
リ
ン
自
動
車
だ
け
で
は
な

く
、
新
た
な
技
術
や
燃
料
を
用
い
た

次
世
代
自
動
車
の
開
発
が
進
め
ら

れ
、
普
及
の
た
め
の
取
組
が
行
わ
れ

て
い
ま
す
。
次
世
代
自
動
車
の
1
つ

と
し
て
、
走
行
時
に
Ｃ
Ｏ
２
を
含
め

た
排
ガ
ス
を
一
切
出
さ
な
い
電
気
自

動
車
が
、
今
、
世
界
で
注
目
さ
れ
、

各
国
に
お
い
て
、
技
術
開
発
・
普
及

促
進
が
進
め
ら
れ
て
い
ま
す
。
そ
の

よ
う
な
中
、日
本
は
現
在
、世
界
ト
ッ

プ
ク
ラ
ス
の
技
術
力
・
生
産
量
を

誇
っ
て
い
ま
す
。

　

し
か
し
な
が
ら
、
電
気
自
動
車
普

及
の
た
め
に
は
、
価
格
が
高
い
、
航

続
距
離
が
短
い
と
い
っ
た
様
々
な
課

題
が
あ
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
は

今
す
ぐ
に
解
決
で
き
る
も
の
で
は
あ

り
ま
せ
ん
。
そ
こ
で
例
え
ば
、
短
距

離
移
動
の
際
は
電
気
自
動
車
を
、
長

距
離
移
動
の
際
は
低
燃
費
な
ガ
ソ
リ

ン
自
動
車
を
、
な
ど
そ
れ
ぞ
れ
の
自

動
車
が
持
つ
特
徴
、
利
点
を
活
か
す

と
と
も
に
、
そ
れ
に
適
し
た
ま
ち
づ

く
り
を
目
指
し
て
い
く
こ
と
が
必
要

に
な
り
ま
す
。
こ
れ
ら
の
課
題
に
つ

い
て
は
、
昨
年
11
月
に
設
置
し
た
次

世
代
自
動
車
戦
略
研
究
会
に
お
い
て

検
討
を
進
め
て
お
り
、
今
春
に
と
り

ま
と
め
を
行
う
予
定
で
す
。

　

電
気
自
動
車
を
始
め
、
次
世
代
自

動
車
を
新
た
な
チ
ャ
ン
ス
と
し
て
、

我
が
国
の
自
動
車
及
び
関
連
産
業
が

今
後
も
世
界
ト
ッ
プ
ク
ラ
ス
の
技
術

を
誇
り
、国
内
に
お
い
て
も
リ
ー
デ
ィ

ン
グ
産
業
で
あ
り
続
け
ら
れ
る
よ
う
、

産
学
官
が
連
携
し
て
、
技
術
開
発
や

普
及
促
進
へ
の
取
組
を
引
き
続
き
進

め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

電池パックの取り付けの様

子。衝突時の衝撃が少ない車

体下部に取り付けられる。

Special         Focus

経済産業省
製造産業局自動車課
中辻　絵理
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し
か
実
ら
な
い
。
垣
根
栽
培
は
、

最
初
は
う
ま
く
い
か
な
か
っ
た
。

植
物
の
成
長
に
大
き
な
影
響
を
与

え
る
窒
素
成
分
の
バ
ラ
ン
ス
が
わ

か
ら
ず
、
葡
萄
の
実
ど
こ
ろ
か
、

花
さ
え
も
咲
か
な
か
っ
た
の
だ
。

　

し
か
し
三
澤
さ
ん
は
諦
め
ず
に

栽
培
実
験
を
繰
り
返
し
た
。
そ
し

て
最
適
な
窒
素
バ
ラ
ン
ス
を
見
つ

け
た
2
0
0
5
年
、
改
め
て
垣
根

栽
培
に
挑
戦
し
た
。
そ
れ
か
ら
4

年
た
っ
た
2
0
0
9
年
、
ワ
イ
ン

用
の
葡
萄
を
収
穫
す
る
こ
と
が
で

き
た
の
で
あ
る
。

か
ら
の
注
文
に
応
え
る
と
い
う
形

で
少
量
の
輸
出
は
し
て
い
た
が
、

積
極
的
に
海
外
展
開
し
て
い
た
わ

け
で
は
な
い
。
三
澤
さ
ん
は
垣
根

栽
培
の
研
究
を
通
し
て
、
ワ
イ
ナ

リ
ー
が
自
ら
栽
培
し
、
産
地
と
し

て
世
界
に
ワ
イ
ン
を
発
信
し
て
い

く
必
要
性
を
感
じ
た
。
そ
し
て
同

じ
想
い
を
持
つ
甲
州
の
15
社
が
集

ま
り
、
甲
州
ワ
イ
ン
の
輸
出
プ
ロ

ジ
ェ
ク
ト
「
K
o
s
h
u 

o
f 

J
a
p
a
n
」
を
結
成
、
一
番
大

き
な
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
あ
る
ヨ
ー
ロ

ッ
パ
を
目
指
す
決
意
を
し
た
。

　

し
か
し
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
へ
の
輸

出
の
ハ
ー
ド
ル
は
高
か
っ
た
。
ま

ず
は
E
U
の
ワ
イ
ン
法
を
ク
リ
ア

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
例
え
ば

醸
造
工
程
の
み
に
頼
ら
ず
、
栽
培

方
法
か
ら
見
直
し
て
、
葡
萄
本
来

の
凝
縮
度
を
高
め
て
い
く
必
要
が

あ
る
。
E
U
の
ワ
イ
ン
法
の
勉
強

や
ワ
イ
ン
の
品
質
の
向
上
に
挑
戦

し
続
け
る
日
々
が
続
い
た
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
市
場
を
狙
い

ロ
ン
ド
ン
で
プ
ロ
モ
ー
シ
ョ
ン

　

こ
う
し
た
努
力
が
あ
り
、
甲
州

ワ
イ
ン
は
国
内
コ
ン
ク
ー
ル
で
も

高
い
評
価
を
受
け
る
よ
う
に
な
っ

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
で
、甲
州
ワ
イ
ン
が

ス
タ
ン
ダ
ー
ド
に
な
る
日
を
目
指
し
て
。

ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
中
心
に
食
の
ヘ
ル
シ
ー
志
向
が
進
む
中
、日
本
産
の
甲
州
ワ
イ
ン
が
注
目
を
集
め
て
い
る
。

「
J
A
P
A
N
ブ
ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」に
も
採
択
さ
れ
、本
格
的
に
海
外
進
出
を
は
じ
め
た

甲
州
ワ
イ
ン
が
生
ま
れ
る
背
景
に
は
ど
の
よ
う
な
ス
ト
ー
リ
ー
が
あ
っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。中央葡萄酒（株）では葡萄農家だけ

に頼らず、自らワイン用の葡萄を栽
培することで、質の高いワインを継
続して作れる体制を目指している。

ワ
イ
ン
作
り
は
、

葡
萄
作
り
か
ら

　

甲
州
ワ
イ
ン
の
原
料
は
、
日
本

で
1
0
0
0
年
以
上
も
栽
培
の
歴

史
の
あ
る
葡
萄
「
甲
州
」。
元
々
日

本
の
葡
萄
は
食
用
と
ワ
イ
ン
用
が

同
じ
畑
で
栽
培
さ
れ
て
い
た
が
、

食
用
で
は
み
ず
み
ず
し
く
さ
っ
ぱ

り
と
し
た
葡
萄
が
好
ま
れ
る
一
方
、

ワ
イ
ン
作
り
に
お
い
て
は
味
が
凝

縮
さ
れ
た
濃
厚
な
葡
萄
が
適
し
て

い
る
。
同
じ
畑
で
ど
ち
ら
も
栽
培

し
て
い
る
限
り
、
ワ
イ
ン
用
の
理

想
の
葡
萄
は
作
れ
な
か
っ
た
。

　

1
9
9
2
年
、中
央
葡
萄
酒（
株
）

社
長
の
三
澤
さ
ん
は
、
ワ
イ
ン
用

の
葡
萄
を
育
て
る
た
め
の
「
垣
根

栽
培
」
を
は
じ
め
た
。
通
常
、
食

用
の
葡
萄
は
一
本
の
木
に
5
0
0

房
程
の
葡
萄
が
実
る
が
、
垣
根
栽

培
で
は
、
味
が
凝
縮
し
た
葡
萄
が

と
れ
る
分
、
一
本
の
木
に
15
房
程

 J A PA N ブランド
育 成 支 援 事 業 事 例

甲
州
の
名
前
を
世
界
に—

「
K
o
s
h
u 

o
f  

J
a
p
a
n
」

　

三
澤
さ
ん
が
本
格
的
に
世
界
に

通
用
す
る
ワ
イ
ン
を
作
ろ
う
、
と

立
ち
上
が
っ
た
の
は
2
0
0
4
年

の
こ
と
。
そ
れ
以
前
に
も
、
海
外
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●中央葡萄酒（株） ●koshu of japan
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地域の企業が、
世界でブランドを確立するために。

中小企業庁新事業促進課
塚原　綾香

　日本には、地域の歴史や文化のなかで育まれた素晴らしい素材や技術が数多く存在し
ています。中小企業庁では、これらを地域の強みとしてとらえ、世界に通用する「ＪＡＰ
ＡＮブランド」として確立することを目指すプロジェクトを支援しています。
　個別のプロジェクトへの補助金支援だけでなく、海外のバイヤーとのマッチングを行
う商談会や、ＪＡＰＡＮブランド製品の試験販売を行って現地の消費者の意見を収集す
るテストマーケティングなど、側面的な支援メニューも充実させ、今後も地域の魅力の海
外展開を総合的に支援していきます。

地域が一丸となって、伝統的な技術や素材などの資源を活かした製品等の価値・魅力を高め、「日本」を
表現しつつ世界に通用する「JAPAN ブランド」を実現していこうとする取組を総合的に支援します。

JAPANブランド育成支援事業

JAPAN ブランド育成支援事業

対象となる方

中小企業庁
【採択実績】
平成16年度：31件
平成17年度：30件
平成18年度：67件
平成19年度：69件
平成20年度：59件
平成21年度：70件

民間団体等
●テストマーケティング・期間限定販売（BtoC）
●現地バイヤー等との合同商談会（BtoB）
●戦略プロモーション（認知度向上）
●個別プロジェクト事業評価

地域の
技術や
素材

（委託）

経済産業局

（事務委任）

（補助）

輸出産品プロデューサーによる一貫したハンズオン支援

●地域分析
●ブランド
　コンセプト検討

定額補助
（500万円上限）

ブランド構築へ

1年目 2年目 3年目
2/3補助 （各年とも2000万円上限）

●共同製品開発
●地域全体での展示会出展
●ブランド管理体制の整備

JAPANブランド全国事務局

商工会・商工会議所・組合・NPO等

ブランド確立に向けて地域一丸となって取組むプロジェクトに対し、
商工会・商工会議所等を通じて支援します。

支援内容
①マーケティングや商品コンセプト等の戦略策定支援（定額補助で 500 万円上限）
新商品・デザインの開発や評価、海外見本市への出展等を行うブランド確立支援

（2 ／ 3 補助で 2000 万円上限）
②補助対象：商工会・商工会議所・組合・ＮＰＯ等

た
。
そ
の
際
に
ロ
ン
ド
ン
在
住
の

マ
ス
タ
ー
オ
ブ
ワ
イ
ン
※

を
持
つ

ワ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト
に
「
こ

れ
だ
け
の
ワ
イ
ン
で
あ
れ
ば
、
海

外
で
間
違
い
な
く
市
場
が
あ
る
」

と
言
わ
れ
た
こ
と
が
き
っ
か
け
で

2
0
0
9
年
、「
J
A
P
A
N
ブ

ラ
ン
ド
育
成
支
援
事
業
」に
申
請
。

E
U
輸
出
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
と
し
て

認
定
さ
れ
、
海
外
進
出
の
た
め
の

資
金
援
助
な
ど
を
受
け
た
。

　

ワ
イ
ン
の
質
の
向
上
と
、
E
U

ワ
イ
ン
法
の
ク
リ
ア
を
成
し
遂

げ
た
三
澤
さ
ん
達
は
今
年
1
月
、

い
よ
い
よ
ロ
ン
ド
ン
に
行
き
、

連
日
甲
州
ワ
イ
ン
の
プ
ロ
モ
ー

シ
ョ
ン
を
行
っ
た
。
在
英
日
本

大
使
館
で
の
イ
ベ
ン
ト
は
、
1

時
間
程
で
ワ
イ
ン
が
な
く
な
っ

て
し
ま
う
ほ
ど
の
盛
況
ぶ
り
だ

っ
た
。
続
い
て
現
地
の
日
本
料

理
店
「
U
M
U
」
で
は
和
食
と
甲

州
ワ
イ
ン
の
相
性
を
試
し
て
も
ら

う
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
通
常
、
試

飲
会
で
は
ワ
イ
ン
は
口
に
含
む
だ

け
で
飲
み
こ
ま
な
い
こ
と
が
多
い

の
だ
が
、
実
際
に
ワ
イ
ン
を
飲

み
、
和
食
と
の
相
性
の
良
さ
を

感
じ
と
っ
た
方
が
多
か
っ
た
そ

う
だ
。
ま
た
ロ
ン
ド
ン
で
開
催

ど
こ
で
買
え
ま
す
か
？
」
と
い

う
嬉
し
い
問
い
合
わ
せ
の
声
も

多
数
聞
か
れ
た
と
い
う
。　

海
外
へ
の
情
報
発
信
を
続
け
、

マ
ー
ケ
ッ
ト
を
切
り
拓
く

　
「
今
後
は
流
通
に
向
け
て
テ

さ
れ
た
大
規
模
な
テ
イ
ス
テ
ィ

ン
グ
イ
ベ
ン
ト
で
は
、
1
3
0

名
を
上
回
る
ワ
イ
ン
関
係
者
が

訪
れ
、
甲
州
ワ
イ
ン
は
、
赤
ワ

イ
ン
に
負
け
な
い
存
在
感
を
発

揮
し
た
。
実
際
に
現
地
の
ワ
イ

ン
関
係
者
か
ら
「
こ
の
ワ
イ
ン
は

イ
ス
テ
ィ
ン
グ
会
を
継
続
し

て
行
う
こ
と
が
必
要
で
す
」

と
三
澤
さ
ん
。
海
外
の
ワ
イ

ン
フ
ァ
ン
に
強
い
影
響
を
持

つ
ワ
イ
ン
ジ
ャ
ー
ナ
リ
ス
ト

を
筆
頭
に
、
販
売
網
を
広
げ

て
い
か
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

今
回
の
反
響
の
大
き
さ
に
手

ご
た
え
を
感
じ
た
三
澤
さ
ん

は
、
当
初
の
計
画
を
前
倒
し

し
て
、
マ
ー
ケ
ッ
ト
を
開
拓

し
て
い
く
予
定
だ
。

　
「
近
い
将
来
、
海
外
の
家
庭

で
、
今
日
は
特
別
な
日
だ
か
ら

甲
州
ワ
イ
ン
を
飲
も
う
、
な
ん

て
思
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
た
い

で
す
」
と
三
澤
さ
ん
。
海
外
で

じ
わ
じ
わ
と
注
目
を
集
め
る
甲

州
ワ
イ
ン
の
動
向
に
、
今
後
ま

す
ま
す
期
待
し
た
い
。

「ワインは人と人とをつなぐ、幸せな
空間にあるもの。グレイス甲州も、
海外と日本をつなぐブランドに育て
ていきたいですね」と三澤さん。

個別に事業化

戦略策定支援 ブランド確立支援

ここがすごい！「甲州ワイン」

 1 日本国有品種の葡萄を
    原料にしたワイン

 2 世界のワイン市場への
    進出を目指す
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※ワイン業界における最高水準の資格
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対象となる工事

エコリフォーム、エコ住宅の
   新築でエコポイントが
   発行されます

❶ エコリフォーム
平成 22 年１月１日～ 12 月 31 日に工事着手したも
の（平成 22 年 1 月 28 日以降に工事が完了したもの
に限る）
※ 工事着手とは、ポイント対象工事を含むリフォーム工事全体の着手をいいます。

＜工事内容＞
次の①又は②の改修工事
①窓の断熱改修
②外壁、屋根・天井又は床の断熱改修
※ これらに併せて、バリアフリーリフォーム（手すりの設置、段差解消、
廊下幅等の拡張）を行う場合は、その分のポイントが加算されます。

❷ エコ住宅の新築：1 戸あたり 300,000 ポイント

❷ エコ住宅の新築
平成 21 年 12 月 8 日～平成 22 年 12 月 31 日に建築着
工したもの（平成 22 年 1 月 28 日以降に工事が完了し
たものに限る）
※ 建築着工とは、根切り工事又は基礎杭打ち工事の着手をいいます。

＜工事内容＞
次の①又は②に該当する新築住宅
①省エネ法のトップランナー基準（住宅事業建築主の判
断の基準）相当の住宅
②省エネ基準（平成 11 年基準）を満たす木造住宅
※ ポイントの申請には、基準を満たすことを証明するための登録住宅性能
評価機関等の第三者評価が必要です。

※エコリフォームとエコ住宅の新築では、対象となる期間が異なりますので、ご注意ください。

❶ エコリフォーム（１戸あたり 300,000 ポイントを限度とします）

内窓設置
外窓交換

    大（2.8㎡以上） 中（1.6㎡以上 2.8㎡未満） 小（0.2㎡以上 1.6㎡未満）

 18,000 ポイント 12,000 ポイント 7,000 ポイント

ガラス交換
（ガラスごと）

    大（1.4㎡以上） 中（0.8㎡以上 1.4㎡未満） 小（0.1㎡以上 0.8㎡未満）

  7,000 ポイント 4,000 ポイント 2,000 ポイント

外壁、屋根・天井、
床の断熱改修

          外壁 屋根・天井 床

100,000 ポイント 30,000 ポイント 50,000 ポイント

バリアフリー改修
（50,000 ポイントを限度とします）

     手すりの設置 段差解消 廊下幅等の拡張

  5,000 ポイント 5,000 ポイント 25,000 ポイント

発行されるポイント数

住宅版エコポイントについての相談窓口
住宅エコポイント事務局　公式ＨＰ

0570-064-717 （受付時間 9：00 ～17：00） 土日、祝日も
受付しています。

・商品券・プリペイドカード（環境寄附を行うなど環境配慮型のもの、公共交通機関利用カード）
・地域振興に資するもの（地域商品券、地域産品）
・省エネ・環境配慮に優れた商品、環境寄附
・エコリフォーム又はエコ住宅の新築を行う工事施工者が追加的に実施する工事（即時交換）

ポイント交換対象商品

・ポイントの発行・交換を申請する方は、住宅エコポイント発行・交換申請書を記入し、必要書類を添付してください。
・ポイントの申請は、対象工事完了後、申請受付窓口（住宅瑕疵担保責任保険法人の取次店、約 3,800 箇所）
　に申請書類を持参して申請する※、または、事務局宛に書類を郵送することにより行います。
・申請者は、原則として住宅所有者です。個人、法人を問いません。（住宅の所有者から依頼を受けた方であれば、代理申請が可能です。）
※ポイントの即時交換の申請は、必ず、申請受付窓口で行ってください。

ポイントの申請方法

【ポイントの申請期限】
エコリフォーム：平成 23 年 3 月 31 日まで
エコ住宅の新築：平成 23 年 6 月 30 日まで（一戸建ての住宅）
 　　　　　　　  平成 23 年 12 月 31 日※まで（共同住宅等）※但し 11 階建て以上の場合、平成 24 年 12 月 31 日まで

【ポイントの交換期限】
平成 25 年 3 月 31 日まで（エコリフォーム、エコ住宅の新築問わず）

ポイントの申請期限等

Q: エコポイント発行の対象となる住宅の所有形態や建て方形式の制限はありますか？
A: 持ち家、賃貸住宅、一戸建ての住宅、共同住宅等の区分に関係なく、エコ住宅の新築又はエコリフォームの実施

によりエコポイント発行の対象となります。
Q: エコ住宅の新築で、エコポイントを申請する時に必要となる第三者の評価とはなんですか？
A: その住宅がエコポイント発行の対象であること（右ページの「対象となる工事」参照）を証明するための第三者

の評価には、登録住宅性能評価機関が発行する「エコポイント対象住宅証明書」のほか、住宅性能表示制度など
既存の制度を活用することもできます。詳しくは、下記問い合わせ先のホームページをご覧ください。なお、証
明には所定の手数料がかかりますので各評価機関にお問い合わせください。

Q: 税制特例や融資の優遇と併せて、エコポイントの申請をすることはできますか？
A: それぞれ対象となる条件を満たしていれば、エコポイントが発行される住宅も、税制特例や融資の優遇を受ける

ことができます。
Q: 他に国からの補助を受けている住宅もエコポイントの申請をすることはできますか？
A: 重複しての申請をすることはできません。ただし、高効率給湯器や太陽光発電設備等に対する補助のようにポイ

ント発生の対象となっていないものへの補助は同時に申請ができるものもあります。

住宅版エコポイントQ&A

平成22 年3 月8 日（月）から
受付開始
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経済産業政策局　競争環境整備室　室長補佐　朝山 志乃

待ったなし！ 競争法コンプライアンス

な
ぜ
今
、

競
争
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
か
？

　

１.
５
億
ユ
ー
ロ（
約
２
４
２
億
円
）、１.
３
億

ド
ル
（
約
１
５
８
億
円
）、
80
億
円
。
何
の
金

額
か
お
わ
か
り
に
な
る
だ
ろ
う
か
。こ
れ
ら
は
、

そ
れ
ぞ
れ
、
欧
州
委
員
会
、
米
国
司
法
省
、
我

が
国
公
正
取
引
委
員
会
が
、
カ
ル
テ
ル
に
関
与

し
た
と
し
て
、
日
本
企
業
に
課
し
た
制
裁
金
・

罰
金
額
の
過
去
最
高
額
（
換
算
は
当
時
）
で
あ

る
。
こ
の
よ
う
に
各
国
競
争
法
の
執
行
が
強
化

さ
れ
る
中
で
、
企
業
及
び
事
業
者
団
体
は
、
競

争
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
を
早
急
に
整
備

す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
て
い
る
。
そ
こ
で
、
経

済
産
業
省
は
、
カ
ル
テ
ル
に
係
る
対
応
策
を
テ

ー
マ
と
し
て
、「
競
争
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス

体
制
に
関
す
る
研
究
会
」
を
開
催
し
、
本
年
1

月
29
日
に
そ
の
報
告
書
を
公
表
し
た
。
そ
の
主

な
ポ
イ
ン
ト
を
ご
紹
介
し
た
い
。

企
業
は
「
違
反
を
疑
わ
れ
る

状
況
を
減
ら
す
」
こ
と
を
念
頭
に

　

企
業
は
、
カ
ル
テ
ル
を
し
な
い
こ
と
は
当
然

な
が
ら
、
カ
ル
テ
ル
を
疑
わ
れ
る
よ
う
な
状
況

を
減
ら
す
こ
と
を
目
指
し
、
特
に
以
下
の
よ
う

な
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。

CLICK!

● 

「
競
争
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
に
関
す

る
研
究
会
報
告
書
～
国
際
的
な
競
争
法
執
行
強

化
を
踏
ま
え
た
企
業
・
事
業
者
団
体
の
カ
ル
テ

ル
に
係
る
対
応
策
～
」
の
公
表
に
つ
い
て

①
競
合
他
社
と
の
接
触
に
関
す
る

　

ル
ー
ル
の
整
備

　

カ
ル
テ
ル
を
予
防
す
る
に
は
、
も
は
や
、
競

合
他
社
と
の
接
触
は
企
業
文
化
だ
か
ら
仕
方
な

い
、
と
い
う
こ
と
は
で
き
な
い
。
競
合
他
社
と

の
接
触
の
必
要
性
を
今
一
度
検
証
し
、
管
理
す

る
体
制
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま
し
い
。

②
統
計
情
報
の
提
供
・
利
用
に
関
す
る

　

ル
ー
ル
の
整
備

　

競
合
他
社
と
の
間
の
情
報
交
換
は
、
ど
こ
か

ら
違
反
と
な
る
の
か
判
断
が
難
し
い
。そ
こ
で
、

集
合
化
さ
れ
た
情
報
し
か
利
用
し
な
い
と
い
っ

た
、
自
社
が
提
供
・
利
用
す
る
こ
と
が
で
き
る

統
計
情
報
の
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
。

③
役
職
員
に
対
す
る
危
機
感
を

　

持
た
せ
る
研
修
の
実
施

　

ル
ー
ル
を
浸
透
さ
せ
る
に
は
、
競
争
法
に
違

反
し
た
場
合
、
自
社
に
巨
額
の
制
裁
金
が
課
さ

れ
得
る
だ
け
で
は
な
く
、
自
ら
も
刑
事
責
任
を

問
わ
れ
る
恐
れ
が
あ
る
と
い
う
、
競
争
法
違
反

に
対
す
る
危
機
感
を
役
職
員
に
持
た
せ
る
研
修

を
行
う
こ
と
が
不
可
欠
で
あ
る
。

事
業
者
団
体
は
ま
ず
リ
ス
ク
の
認
識
を

　

事
業
者
団
体
活
動
は
、
競
合
他
社
同
士
が
接

触
す
る
場
で
あ
り
、
競
争
法
上
の
リ
ス
ク
が
高

い
場
面
で
あ
る
、
と
い
う
こ
と
を
認
識
す
る
こ

と
が
出
発
点
と
な
る
。
そ
の
上
で
、
特
に
①
競

争
法
上
、
会
合
に
お
い
て
議
論
し
て
は
い
け
な

い
項
目
を
定
め
る
と
い
っ
た
、
会
合
の
運
営
に

関
す
る
ル
ー
ル
、
及
び
②
会
員
か
ら
、
ど
の
よ

う
に
統
計
情
報
を
収
集
・
管
理
し
、
提
供
し
て

い
く
か
に
関
す
る
ル
ー
ル
を
整
備
す
る
こ
と
が

重
要
で
あ
る
。

経
営
ト
ッ
プ
主
導
に
よ
り
、

今
こ
そ
体
制
整
備
を
！

　

コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制
整
備
は
コ
ス
ト
も
時

間
も
か
か
り
容
易
で
は
な
い
が
、「
待
っ
た
な
し

!
」
の
状
況
で
あ
る
。
ぜ
ひ
本
報
告
書
を
参
考
に

し
つ
つ
、
経
営
ト
ッ
プ
主
導
の
も
と
、
そ
れ
ぞ
れ

の
企
業
や
事
業
者
団
体
に
お
け
る
競
争
法
リ
ス
ク

に
見
合
っ
た
、
競
争
法
コ
ン
プ
ラ
イ
ア
ン
ス
体
制

の
整
備
に
取
り
組
ん
で
い
た
だ
き
た
い
。

カルテルに課された制裁金の過去最高額は 8.96 億ユーロ（約 1366 億円）に達する。 資料：欧州委員会が課した制裁金
額　世界企業上位 10 件（2003 年～ 09 年）（欧州委員会 HP 掲載情報に基づき経済産業省作成）

企業のカルテルに関する競争法コンプライアンスに係る取組イメージを、
①予防　②違反の発見　③発覚後の対応の観点から整理した。（経済産業省）

 順位      　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　 制裁金額（億ユーロ）
 1 位 インテル（米）（支配的地位の濫用）（2009 年） 10.6
 2 位 マイクロソフト（米）（規制当局処分（2004 年 3 月）の不遵守（2 回目））（2009 年） 9.0(8.99）
 3 位 Saint-Gobain（仏）（自動車ガラスカルテル）（2008 年） 9.0(8.96) 
 4 位 E.on（独）／ GDF-Suez（仏）（天然ガス輸入カルテル）（2009 年） 各社 5.5
 5 位 マイクロソフト（米）（支配的地位の濫用）（2004 年） 5.0
 6 位 ティッセンクルップ（独）（エレベータカルテル）（2007 年） 4.8
 7 位 ロシュ（スイス）（ビタミンカルテル）（2001 年） 4.6
 8 位 シーメンス（独）（ガス絶縁開閉設備カルテル）（2007 年） 4.0 
 9 位 Pilkington（英）（自動車ガラスカルテル）（2008 年） 3.7
 10 位 Sasol（独）（南アフリカ）（ろうそくカルテル）（2008 年） 3.2

米国では、表にある罰金の他、三倍額賠償請求等の民事訴訟も活発である。 資料：司法省が科したカルテル罰金額　世界企
業上位 10 件（～ 2009 年 10 月） （司法省 HP 掲載情報に基づき経済産業省作成）

 順位      　　　　　　　　　　　　　　　　　企　業　 罰金額（億ドル）
 1 位 ロシュ（スイス）（ビタミンカルテル）（1999 年）　 5.0
 2 位 LG ディスプレイ（韓）（液晶パネルカルテル）（2009 年）  4.0
 3 位 エールフランス（仏） 3.5
   KLM ロイヤル・ダッチ航空（蘭）（航空貨物カルテル）（2008 年） 
 4 位 大韓航空（韓）（航空旅客・貨物カルテル）（2007 年） 3.0
 5 位 英国航空（英）（航空旅客・貨物カルテル）（2007 年） 3.0
 6 位 サムスン・エレクトロニクス
　   サムスン・セミコンダクター（韓）（DRAM カルテル）（2006 年） 3.0
 7 位 BASF（独）（ビタミンカルテル）（1999 年） 2.3
 8 位 ハイニックス・セミコンダクター（韓）（DRAM カルテル）（2005 年） 1.9
 9 位 インフォネン・テクノロジー（独）（DRAM カルテル）（2004 年） 1.6
 10 位 SGL カーボン（独）（黒船電極カルテル）（1999 年） 1.4

・不利益の大きさ
・競争法上禁止される事項
・競合他社との接触
・統計情報の取扱い
・文書作成のルール
・罰則
・定期的見直し

トップの意識改革

担当部署の整備

ルールの策定

研修 ・適切なグルーピング
・繰り返し

違反の
発見

・競合他社と接触する部署
・記録等ルール遵守状況
・文書・メール等の確認

内部監査制度

・経営トップからの
  利用呼び掛け
・社外窓口設置

内部通報制度

発覚後の
対応

・迅速な対応のための
 マニュアル作成
・マニュアルの周知

有事の場合の体制整備

・競争当局への
 リニエンシーを
 見据えた経営判断

社内調査体制の設置と判断

予防
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T
O
P
I
C
S
で
は
、
独
自
の
ビ
ジ
ネ

ス
で
地
域
を
元
気
に
し
て
い
る
中
小
企
業

を
紹
介
し
ま
す
。
今
回
は
モ
ノ
作
り
の
基

盤
と
な
る
鋳
造
技
術
の
新
た
な
鋳
造
法
の

開
発
に
取
り
組
ん
で
い
る
（
株
）
古
久
根

の
古
久
根　

靖
社
長
に
お
話
を
伺
い
ま
し

た
。

平
均
年
齢
は　

歳
！

　

鋳
物
業
界
は
、
作
業
環
境
の
厳
し
さ
や

海
外
の
安
い
量
産
鋳
造
品
と
の
競
合
等
に

よ
り
、
工
場
数
、
従
業
員
数
が
減
少
し
つ

つ
あ
り
ま
す
。（
株
）
古
久
根
は
急
速
に
硬

化
す
る
フ
ラ
ン
砂
を
固
め
て
空
間
か
ら
造

る
「
フ
ラ
ン
自
硬
性
鋳
造
法
」
や
、
空
間

の
代
わ
り
に
発
泡
ス
チ
ロ
ー
ル
か
ら
造
る

「
消
失
模
型
鋳
造
法
」
に
よ
り
、
チ
ッ
プ
マ

ウ
ン
タ
ー
等
の
I
T
関
連
装
置
や
マ
シ
ニ

ン
グ
セ
ン
タ
等
の
金
属
工
作
機
械
の
部
品

や
水
道
用
の
バ
ル
ブ
異
型
管
等
を
生
産
し

て
い
ま
す
。
鋳
物
業
界
は
専
ら
受
託
生
産

で
す
が
、（
株
）
古
久
根
で
は
お
取
引
先
に

ご
提
案
が
で
き
る
鋳
物
会
社
を
目
指
し
て

お
り
、
こ
の
様
な
新
し
い
こ
と
に
挑
戦
す

る
社
風
か
ら
、
高
齢
化
が
進
む
業
界
の
中

で
は
珍
し
く
、
現
場
に
若
者
や
女
性
が
多

く
、
平
均
年
齢
31
歳
と
い
う
明
る
さ
と
活

気
に
溢
れ
た
職
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。
ま

た
、
中
部
経
済
産
業
局
の
「
中
部
モ
ノ
作

り
企
業
」
と
し
て
Ｈ
Ｐ
や
メ
ル
マ
ガ
に
紹

介
さ
れ
、
社
員
の
意
識
や
意
欲
は
一
段
と

高
ま
り
ま
し
た
。

提
案
の
で
き
る

鋳
物
会
社
を
目
指
し
て

　

鋳
造
品
は
、
重
た
く
て
、
複
雑
な
形
状

に
は
不
向
き
と
い
う
イ
メ
ー
ジ
が
あ
り
ま

す
が
、
こ
れ
と
は
真
逆
の
軽
く
て
、
複
雑

な
形
状
に
も
対
応
可
能
な
鋳
造
方
法
の
研

究
開
発
を
、
地
域
資
源
活
用
事
業
計
画
の

認
定
を
受
け
、
新
事
業
活
動
促
進
支
援
補

助
金
を
活
用
し
て
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。

前
記
の
２
つ
の
鋳
造
法
の
利
点
を
融
合
さ

せ
る
こ
と
に
よ
り
、
ハ
ニ
カ
ム
構
造
な
ど
、

よ
り
薄
肉
で
複
雑
に
す
る
こ
と
に
よ
っ
て

軽
量
化
を
実
現
し
つ
つ
、
鋳
造
品
の
特
性

で
あ
る
剛
性
や
振
動
吸
収
性
を
キ
ー
プ
す

る
こ
と
の
で
き
る
「
ハ
ー
フ
キ
ャ
ビ
テ
ィ

モ
ー
ル
ド
（
半
分
空
間
・
半
分
模
型
）」
と

い
う
新
鋳
造
法
を
研
究
開
発
し
、
特
許
情

報
活
用
支
援
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
の
ア
ド
バ
イ

ス
を
受
け
特
許
出
願
等
を
し
て
い
る
と
こ

ろ
で
す
。
こ
の
新
鋳
造
法
で
鋳
物
フ
レ
ー

ム
を
生
産
す
れ
ば
単
に
省
資
源
に
な
る
だ

け
で
な
く
、
ハ
ニ
カ
ム
構
造
に
よ
り
熱
の

● （
株
）
古
久
根

● 

中
小
企
業
地
域
資
源
活
用
プ
ロ
グ
ラ
ム

● 

中
部
モ
ノ
作
り
企
業
紹
介

住所　　　愛知県碧南市須磨町１－22
事業内容　銑鉄鋳造部品の製造・販売
設立　　　1950 年12月

新しい鋳物の世界を
提案します！
株式会社古久根

中
部
経
済
産
業
局
総
務
企
画
部
総
務
課　

情
報
公
開
・
広
報
室

電
話
番
号
：
0
5
2
ー
9
5
1
ー
0
5
3
5

放
散
が
促
進
さ
れ
、
省
エ
ネ
に
も
繋
が
り

ま
す
。
ま
た
、
軽
量
化
さ
れ
た
鋳
物
製
可

動
部
品
に
よ
り
、
ユ
ー
ザ
ー
の
エ
ネ
ル
ギ

ー
コ
ス
ト
を
削
減
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

社
長
の
今
後
の
夢

　

鋳
物
業
は
現
在
厳
し
い
環
境
に
あ
り
ま

す
が
、
日
本
の
モ
ノ
作
り
の
基
盤
と
な
る

重
要
な
産
業
で
す
。
古
久
根　

靖
社
長
は

「
軽
さ
を
追
求
し
た
新
鋳
造
法
に
よ
る
鋳
造

品
は
無
限
の
可
能
性
を
秘
め
て
お
り
、
新

し
い
鋳
物
の
世
界
を
切
り
拓
い
て
い
く
こ

と
が
で
き
る
」
と
明
る
く
語
り
、
鋳
物
業

の
将
来
を
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

発泡模型の組立・仕上げの様子

新たな鋳造法（ハーフキャビティモールド）による試作品

新鋳造法の無限の可能性を語る古久根社長

底面のハニカム以外の部
分はフラン自硬性（従来
法）で鋳造

削り出しの発泡スチロー
ルを用いて従来法で全体
を鋳造することも可能だ
が、発生ガス量が多くな
るために不具合の要因が
増えることと肉厚や形状
にも制限が多くなる

従来法と発泡スチロールを
利用した消失模型鋳造法の
融合により不具合要因を抑
えつつ、より薄肉で複雑形
状の一体鋳造を実現

ハーフキャビティモールドによる製作事例

このハニカム形状部のみ成形した
発泡スチロールによる消失模型鋳造 
肉厚８mm 抜け勾配なしバリなし 
この部分を従来法で鋳造するとなると 
肉厚１０mm 以上で抜け勾配も必要 
しかもバリ取りなど大変になる

地域を元気にしている中小企業

31

お問い合わせ先
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会
社
の
特
徴

　

当
社
は
、
サ
ト
ウ
キ
ビ
か
ら
作
ら
れ
る

黒
糖
を
原
材
料
と
し
て
、
大
島
群
島
の
み

で
製
造
さ
れ
て
い
る
「
黒
糖
焼
酎
」
を
製

造
販
売
し
て
い
る
企
業
で
す
。「
黒
糖
焼
酎
」

は
島
内
消
費
型
の
商
品
で
、
市
場
が
小
さ

く
、
企
業
と
し
て
成
長
し
て
い
く
た
め
に

は
、
島
外
市
場
に
活
路
を
求
め
る
こ
と
が

必
須
で
し
た
。

島
外
マ
ー
ケ
ッ
ト
へ
の
浸
透

　

そ
こ
で
、
女
性
が
か
っ
こ
よ
く
飲
め
る

焼
酎
を
コ
ン
セ
プ
ト
に
、
都
市
部
で
の
マ

ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
を
強
化
し
て
、
完
成
さ
せ

た
の
が
新
商
品「
れ
ん
と
」で
す
。「
れ
ん
と
」

は
音
響
振
動
（
3
ヶ
月
間
ク
ラ
シ
ッ
ク
を

聴
か
せ
て
）
で
熟
成
を
促
し
て
製
造
し
て

い
ま
す
。
ま
た
、
瓶
の
色
を
奄
美
の
美
し

い
海
と
空
の
色
を
イ
メ
ー
ジ
し
て
ブ
ル
ー

に
決
め
、
ブ
ラ
ン
ド
化
を
図
り
ま
し
た
。

　

同
時
に
、
今
ま
で
勘
に
頼
っ
て
い
た
製

造
工
程
も
、
デ
ー
タ
管
理
を
徹
底
す
る
と

と
も
に
、
外
部
の
ア
ド
バ
イ
ザ
ー
等
の
指

導
を
受
け
な
が
ら
経
営
中
期
計
画
を
策
定

し
た
り
、
各
種
社
内
研
究
会
を
頻
繁
に
開

催
し
、
社
員
間
の
情
報
共
有
や
知
識
レ
ベ

ル
の
向
上
を
図
り
、
経
営
革
新
に
取
り
組

み
ま
し
た
。　　

 　

平
成
14
年
に
全
国
的
な
焼
酎
ブ
ー
ム
が

起
こ
り
、「
黒
糖
焼
酎
」
も
、
島
内
で
品
薄

と
な
る
現
象
が
起
こ
り
ま
し
た
。
そ
こ
で

当
社
は
島
外
へ
の
供
給
を
押
さ
え
て
、
島

内
供
給
を
優
先
さ
せ
、
地
元
に
愛
さ
れ
る

焼
酎
づ
く
り
を
目
指
し
ま
し
た
。
お
陰
で
、

逆
に
焼
酎
ブ
ー
ム
に
過
度
に
踊
ら
さ
れ
る

こ
と
な
く
、
着
実
な
手
法
で
島
外
で
も
市

場
を
獲
得
す
る
こ
と
が
で
き
、
売
上
げ
19

億
円（
島
外
市
場
7
割
）を
達
成
し
ま
し
た
。

地
域
の
素
材
を
活
か
し
た
研
究
開
発

　

ま
た
、
産
学
官
連
携
で
の
研
究
開
発
に

も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
お
り
、
農
商
工

等
連
携
対
策
支
援
事
業
等
を
積
極
的
に
活

用
し
、
奄
美
特
産
の
パ
ッ
シ
ョ
ン
フ
ル
ー

ツ
を
活
用
し
た
リ
キ
ュ
ー
ル
の
開
発
や
「
黒

糖
も
ろ
み
酢
（
純
美
酢
）」
の
開
発
等
、
地

域
へ
の
波
及
効
果
の
あ
る
商
品
開
発
に
取

り
組
ん
で
い
ま
す
。

奄
美
大
島
と
共
に

発
展
し
て
い
く
こ
と
が
使
命

 　

当
社
工
場
は
人
口
2
千
名
弱
の
宇
検
村

と
い
う
小
さ
な
村
に
あ
り
、
当
社
が
こ
こ

に
根
付
き
成
長
す
る
こ
と
で
、
パ
ー
ト
や

研
究
開
発
に
従
事
す
る
高
学
歴
者
等
の
多

様
な
雇
用
の
場
が
創
出
で
き
ま
す
。
さ
ら

に
、
村
と
と
も
に
「
株
式
会
社
宇
検
村
元

気
の
出
る
公
社
」
を
設
立
し
、
焼
酎
の
原

材
料
と
な
る
黒
糖
を
生
産
し
て
全
量
を
買

い
取
っ
て
い
ま
す
。
当
社
は
、「
黒
糖
焼
酎
」

を
売
る
だ
け
で
な
く
、
そ
の
背
景
と
な
る

豊
か
な
奄
美
の
自
然
環
境
、
島
唄
や
固
有

の
島
文
化
、
食
文
化
、
歴
史
に
つ
い
て
も

情
報
発
信
す
る
こ
と
に
よ
り
、
奄
美
大
島

と
共
に
発
展
し
て
い
く
こ
と
を
使
命
と
し

て
い
ま
す
。

● 

株
式
会
社
奄
美
大
島
開
運
酒
造

住所　　　鹿児島県奄美市名瀬港町 9 番 15 号
事業内容　黒糖焼酎の製造・販売、黒糖もろみ酢飲料の製造・販売等
設立　　　1996 年 4 月

黒糖焼酎のブランド化で
多様な雇用を創出
株式会社奄美大島開運酒造

株
式
会
社
奄
美
大
島
開
運
酒
造　

営
業
部

電
話
番
号
0
9
9
7
ー
5
2
ー
0
1
6
7 オリジナルの商品

麹の作業風景

奄美大島開運酒造の皆さん

地域を元気にしている中小企業

お問い合わせ先

黒糖溶解の様子
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地域を元気にしている中小企業

会
社
の
歩
み

　

当
社
は
、
医
薬
品
製
造
メ
ー
カ
ー
と
し

て
創
業
90
年
の
歴
史
を
誇
る
企
業
で
す
。

05
年
（
売
上
げ
10
億
円
）
に
中
・
長
期
経

営
計
画
（
10
ー
50
計
画
）
を
策
定
し
、

2
0
1
0
年
度
ま
で
に
売
上
を
5
倍
の
50

億
に
す
る
こ
と
を
目
標
に
掲
げ
ま
し
た
。　

　

ま
ず
、
2
0
0
5
年
に
は
健
康
食
品
の

製
造
販
売
開
始
、
2
0
0
6
年
に
は
ト
ヨ

タ
九
州
の
プ
ラ
ス
チ
ッ
ク
め
っ
き
製
品
を

中
心
と
し
た
表
面
処
理
（
め
っ
き
）
事
業

を
展
開
、
2
0
0
8
年
に
は
膜
洗
浄
事
業
、

2
0
0
9
年
に
は
商
事
部
門
の
新
設
と
、

医
薬
品
製
造
メ
ー
カ
ー
の
枠
に
と
ら
わ
れ

な
い
新
規
事
業
を
次
々
に
展
開
し
て
き
ま

し
た
。
09
年
度
は
売
上
43
億
円
（
前
年
比

1
2
3
％
見
込
み
）
で
、
経
営
計
画
の
総

決
算
で
あ
る
次
年
度
に
は
目
標
50
億
円
を

突
破
で
き
る
手
応
え
を
感
じ
て
い
ま
す
。

特
に
一
昨
年
立
ち
上
げ
た
イ
ン
フ
ル
エ
ン

ザ
対
策
商
品
（
光
触
媒
マ
ス
ク
・
除
菌
ス

プ
レ
ー
）
は
反
響
も
大
き
く
、
売
上
増
の

大
き
な
要
因
と
な
っ
て
い
ま
す
。
同
系
商

品
と
し
て
銀
ナ
ノ
コ
ロ
イ
ド
を
含
有
し
た

花
粉
症
対
策
用
ス
プ
レ
ー
・
マ
ス
ク
も
近

日
販
売
開
始
予
定
で
す
。

新
規
事
業
展
開

　

研
究
開
発
に
は
、
経
済
産
業
省
の
「
も

の
づ
く
り
補
助
金
」
等
の
公
的
支
援
を
活

用
し
な
が
ら
産
学
官
連
携
で
積
極
的
に
取

り
組
ん
で
お
り
、
今
年
の
新
規
事
業
の
柱

と
し
て
は
樹
脂
コ
ン
パ
ウ
ン
ド
事
業
を
進

め
て
い
ま
す
。
同
事
業
は
、
プ
ラ
ス
チ
ッ

ク
材
料
に
ユ
ー
ザ
ー
ニ
ー
ズ
に
合
わ
せ
た

機
能
（
耐
熱
性
・
透
湿
性
・
経
済
性
・
軽

量
化
等
）
を
付
加
す
る
も
の
で
、
幅
広
い

産
業
に
お
い
て
必
要
不
可
欠
な
技
術
で
す
。

人
材
育
成

　
「
チ
ャ
レ
ン
ジ
と
実
現
化
の
努
力
」
を
基

本
精
神
に
若
手
社
員
の
登
用
と
人
材
育
成

に
も
積
極
的
に
取
り
組
ん
で
い
ま
す
。
今

ま
で
は
社
長
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
の
も
と

新
規
事
業
に
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、

将
来
の
ビ
ジ
ョ
ン
を
見
据
え
た
施
策
と
し

て
、
次
世
代
幹
部
候
補
生
を
育
成
す
る
「
経

営
革
新
の
会
」
を
設
け
、
経
営
参
画
に
意

欲
の
あ
る
社
員
に
、
今
後
の
経
営
施
策
に

携
わ
る
機
会
を
与
え
て
い
ま
す
。

地
域
貢
献

　

現
在
、
従
業
員
は
約
2
0
0
名
と
な
り
、

ま
た
、
新
規
学
卒
の
就
職
難
の
声
を
受
け
、

市
長
か
ら
の
要
望
に
答
え
る
形
で
地
元
工

業
高
校
か
ら
の
新
卒
採
用
を
実
施
す
る
な

ど
、
地
域
の
雇
用
創
出
に
貢
献
す
る
こ
と

● 

室
町
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社

住所　　　福岡県大牟田市新勝立町 1－ 38 － 5
事業内容　医薬品の製造・販売　イオン交換樹脂の販売及び処理　給排水処理装置の設計・販売
　　　　　       純水・超純水製造装置の設計・販売　健康食品の製造・販売
　　　　　       プラスチックめっき製品の生産及び販売　光触媒マスク・除菌スプレーの販売

設立　　　1947 年 7 月 7 日

室
町
ケ
ミ
カ
ル
株
式
会
社　

総
務
課

電
話
番
号 

0
9
4
4
ー
4
1
ー
2
1
3
1

が
で
き
ま
し
た
。
さ
ら
に
、
イ
ン
フ
ル
エ

ン
ザ
対
策
商
品
を
小
・
中
学
校
児
童
向
け

に
寄
贈
し
て
い
ま
す
。
今
後
と
も
地
元
で

の
地
域
貢
献
・
活
性
化
に
も
尽
力
し
て
い

く
こ
と
と
し
て
い
ま
す
。

今
後
の
目
標

　

こ
れ
か
ら
の
激
し
い
環
境
変
化
に
伴
う

ニ
ー
ズ
に
応
え
る
べ
く
、
今
ま
で
以
上
に
新

た
な
事
業
展
開
に
挑
戦
し
続
け
る
と
共
に
、

株
式
公
開
を
目
標
に
内
部
固
め
に
も
注
力

し
、
更
な
る
発
展
を
目
指
し
て
い
き
ま
す
。

村山哲朗　代表取締役　

お問い合わせ先

試験室

施設概要写真

チャレンジと
実現化の努力
室町ケミカル株式会社
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イノベーションを産み出す
“ひと”にスポットを当て、
その最新の研究内容、技術
開発に対する思いなど、研
究者の素顔に迫ります。

永久磁石を使わない
次世代自動車用モータ

開
発
し
た
モ
ー
タ
を
搭
載
し
た
自
動
車
を

運
転
す
る
の
が
夢
で
す
！

～レアアースフリーの高性能モータを開発～

第9 回

●  

N
E
D
O
プ
レ
ス
リ
リ
ー
ス

CLICK!

　

わ
た
し
た
ち
が
普
段
よ
く
目
に

す
る
電
気
式
モ
ー
タ
の
中
に
は
永

久
磁
石
が
入
っ
て
お
り
、
こ
の
磁

石
が
発
す
る
磁
界
と
電
流
と
の
相

互
作
用
に
よ
っ
て
モ
ー
タ
が
回
転

す
る
仕
組
み
を
学
校
で
学
ん
だ
記

憶
が
あ
り
ま
す
。
今
回
、
こ
の
磁

石
を
使
わ
ず
に
既
存
の
ハ
イ
ブ
リ

ッ
ド
自
動
車
に
搭
載
さ
れ
て
い
る
モ

ー
タ
並
み
の
性
能
を
持
つ
新
型
モ
ー

タ
の
開
発
に
取
り
組
む
、
東
京
理
科

大
学
理
工
学
部
の
千
葉
明
先
生
（
電

気
電
子
情
報
工
学
科
教
授
）
に
お
話

し
を
伺
っ
て
き
ま
し
た
。

―
―
磁
石
な
し
で
モ
ー
タ
が
回
転
す

る
仕
組
み
は
ど
う
な
っ
て
い
る
の
で

す
か
？

　
「
こ
の
モ
ー
タ
の
内
側
に
は
、
永

久
磁
石
の
代
わ
り
に
電
線
を
巻
い

た
歯
の
よ
う
な
も
の
（
固
定
子
極
）

が
複
数
備
わ
っ
て
い
ま
す
。
そ
の

一
つ
の
歯
の
巻
線
に
電
流
を
流
す

と
磁
界
が
発
生
し
、
ロ
ー
タ
と
呼

ば
れ
る
モ
ー
タ
の
回
転
部
分
に
相

当
す
る
回
転
子
極
の
歯
を
引
き
つ

け
、
さ
ら
に
隣
の
固
定
子
極
に
電

流
を
流
し
て
回
転
子
極
を
引
き
つ

東
京
理
科
大
学

理
工
学
部
電
気
電
子
情
報
工
学
科
教
授

千
葉　

明
先
生

け
る
と
い
う
動
作
を
次
々
と
電
子

制
御
で
繰
り
返
し
行
う
こ
と
に
よ

り
、
ロ
ー
タ
が
回
る
仕
組
み
で
す
。

こ
の
モ
ー
タ
の
メ
リ
ッ
ト
は
、
構

造
が
簡
単
で
耐
熱
性
に
優
れ
丈
夫

で
あ
る
こ
と
の
他
に
、
輸
入
に
大

き
く
依
存
し
資
源
制
約
の
あ
る
永

久
磁
石
の
原
料
で
あ
る
レ
ア
ア
ー

ス
（
希
土
類
元
素
）
を
使
わ
な
い

と
い
う
点
が
挙
げ
ら
れ
ま
す
。」

―
―
開
発
の
ご
苦
労
に
つ
い
て
伺
い

ま
し
た

　
「
ま
ず
開
発
に
あ
た
っ
て
は
、
現

在
、
ハ
イ
ブ
リ
ッ
ド
自
動
車
に
搭

載
さ
れ
て
い
る
永
久
磁
石
を
用
い

た
モ
ー
タ
と
同
じ
サ
イ
ズ
で
同
等

の
性
能
を
出
す
と
の
目
標
を
設
定

し
ま
し
た
。
今
回
の
タ
イ
プ
の
モ

ー
タ
に
つ
い
て
は
、
従
来
か
ら
、

大
き
さ
の
割
に
は
ト
ル
ク
（
回
転

力
）
が
小
さ
い
、
大
き
な
ト
ル
ク

を
発
生
さ
せ
る
た
め
に
は
大
量
の

電
流
が
必
要
な
ど
の
問
題
点
が
指

摘
さ
れ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
な

が
ら
、
理
論
的
仮
説
と
試
行
錯
誤

を
繰
り
返
し
な
が
ら
、
固
定
子
極

や
回
転
子
極
の
歯
の
数
や
形
状
、

材
質
の
工
夫
を
積
み
重
ね
る
こ
と

に
よ
っ
て
、
実
用
化
さ
れ
て
い
る

モ
ー
タ
並
み
の
コ
ン
パ
ク
ト
サ
イ

ズ
で
同
等
以
上
の
性
能
を
引
き
出

す
こ
と
が
で
き
る
よ
う
に
な
り
ま

し
た
。」

　

開
発
当
初
は
問
題
点
の
改
善
が

な
か
な
か
進
ま
な
い
た
め
、
別
タ

イ
プ
の
モ
ー
タ
開
発
も
視
野
に
入

れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
そ
う
で
す
が
、

明
確
な
目
標
が
設
定
さ
れ
て
い
た

こ
と
が
開
発
を
続
け
る
上
で
の
手

助
け
に
な
っ
た
と
の
こ
と
で
す
。

　
―
―
今
後
の
研
究
の
課
題
や
展
望
に

つ
い
て
伺
い
ま
し
た

　
「
永
久
磁
石
の
モ
ー
タ
と
同
等
以

上
の
性
能
を
設
計
上
確
保
す
る
こ

と
は
で
き
ま
し
た
が
、
実
際
の
車

に
搭
載
す
る
た
め
に
は
実
験
で
の

検
証
、
振
動
等
の
検
証
や
コ
ン
パ

ク
ト
で
互
換
性
の
あ
る
制
御
回
路

機
器
の
開
発
な
ど
ま
だ
ま
だ
解
決

し
な
く
て
は
な
ら
な
い
問
題
が
残

っ
て
い
ま
す
し
、
さ
ら
な
る
小
型

化
や
高
性
能
化
へ
の
取
り
組
み
も

必
要
と
考
え
て
い
ま
す
。
今
回
は

高
効
率
で
負
荷
や
回
転
数
が
常
に

変
化
す
る
自
動
車
用
モ
ー
タ
の
開

発
を
目
指
し
ま
し
た
が
、
自
動
車

分
野
以
外
に
も
幅
広
い
応
用
が
期

待
で
き
る
た
め
、
部
品
メ
ー
カ
ー

な
ど
か
ら
の
問
い
合
わ
せ
や
相
談

が
増
え
て
い
ま
す
。」

　

課
題
は
数
多
く
あ
る
と
お
話
し

を
さ
れ
る
一
方
で
、
そ
の
た
め
の

解
決
の
ア
イ
デ
ア
は
様
々
構
想
中

で
あ
る
と
の
こ
と
。
い
つ
か
自
分

で
開
発
し
た
モ
ー
タ
が
搭
載
さ
れ

た
自
動
車
を
運
転
し
て
み
た
い
と

そ
の
夢
を
語
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

INNOVATION
ARTIST

開発したモータ データを取得する計測機器類
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経済産業政策

ものづくり・情報・サービス産業政策

経済産業省は、上記法律案を通常国会に提出しま
す。本法律案により、①エネルギー環境適合製品

（電気自動車、蓄電池、太陽光パネル等）の開発・
製造を行う事業者に対する株式会社日本政策金融
公庫を活用した低利・長期の資金供給（ツーステッ
プローン）、② 中小企業等がリースによるエネル
ギー環境適合製品の導入を行いやすくするため
に、新たな保険制度（リース保険）の創設、を講
じます。（２／１２）

エネルギー環境適合製品の開発及び製造を行う事業の
促進に関する法律案（低炭素投資促進法案）について

国内の商品取引所（株式会社東京工業品取引所）
で取引される商品先物に連動する初の上場投資信
託（ETF）が２月１５日に証券取引所（株式会社
大阪証券取引所）で上場されました。これは国内
の商品取引所で取引される商品先物に投資する初
の上場投資信託（ETF）です。（１／２６）

商品取引所の商品に投資する初の
上場投資信託（ETF）が誕生！

中小企業・地域経済産業政策

ソーシャルビジネスの社会的認知度の向上を図り、
サービス・商品とその活動を全国的に発信すること
を目的に、我が国初の全国規模の見本市イベントが
開催されます。本フォーラムでは、鳩山首相の就任
演説で紹介された日本理化学工業 ( 株 ) やＴＶ東京
系「ガイアの夜明け」に登場した日本ポリグル ( 株 )
など全国のソーシャルビジネス事業者が集います。

（１／２７）

「中小企業憲章に関する研究会」を設置し、「次世代
の人材育成」、「公正な市場環境整備」、「中小企業金融
の円滑化」などを内容とする「中小企業憲章」の制
定に向けて検討します。（１／２７）

「中小企業憲章に関する研究会」
の設置について

～世界を変える７０のストーリー～　
ソーシャルビジネス・メッセの開催

（第２回ソーシャルビジネス全国フォーラム）

エネルギー・環境政策

２月１日より、カーボンフットプリントマークを貼
付した製品（ウィンナー及びロースハム）が、全国
の店頭において陳列した上で販売されることとなり
ました。（１／１４）

経済産業省は、上記法律案を通常国会に提出します。
近年、国際的な資源獲得競争が激化し、資源・エネ
ルギーの安定供給確保の重要性が一層増しているこ
とから、独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源
機構について資源確保のための支援機能を強化しま
す。（２／１２）

「独立行政法人石油天然ガス・金属鉱物資源機構法
の一部を改正する法律案」

カーボンフットプリントマークを貼付した
製品の店頭販売開始について

原子力安全・保安院は、独立行政法人日本原子力研究開発機構から提出のあった高速増殖原型炉もんじゅ安
全性総点検報告について、「原子力機構は、試運転再開に当たって、安全確保を十分行い得る体制となっている」
との評価結果を取りまとめ（２月１０日）、２月１５日開催の第９回原子力安全委員会に報告しました。（２
／１５）

高速増殖原型炉もんじゅ試運転再開に当たっての安全性評価の原子力安全委員会への報告等について

経済産業省は、上記法律案を通常国会に提出します。本法律案は、中小企業倒産防止共済制度の共済金の貸
付けを行う事由を拡大するとともに、共済金の貸付限度額の引上げを迅速に行うために貸付限度額を政令事
項に改める等の措置を講じるものです。本法律案により、中小企業の連鎖倒産を防止するためのセーフティ
ネット機能の強化を図ります。（２／１６）

「中小企業倒産防止共済法の一部を改正する法律案」について

経済産業省は、上記法律案を通常国会に提出します。本法律案は、小規模企業者のための「退職金」制度で
ある小規模企業共済制度の加入対象者を、個人事業主の配偶者や後継者を始めとする「共同経営者」まで拡
大するものです。この法律案により、厳しい経営環境に直面している全国２５７万の個人事業主が安心して
事業に専念できるようにします。（２／１６）

「小規模企業共済法の一部を改正する法律案」について

経済産業省は、中小企業の会計に関する研究会を設置することになりました。本研究会では、会計の国際化の
流れや中小企業の会計の現状を踏まえた今後の中小企業の会計の在り方について検討を進めます。（２／１２）

中小企業の会計に関する研究会の設置について

２次補正予算の成立を受け、「景気対応緊急保証」
の創設、セーフティネット貸付の延長・拡充等の中
小企業資金繰り対策を２月１５日より開始します。

（２／５）

景気対応緊急保証の創設等の
中小企業資金繰り対策

「サービス産業生産性協議会」では、平成１９年度よ
り、サービス産業のイノベーションや生産性の向上
に役立つ先進的な取組事例を表彰し広く普及する「ハ
イ・サービス日本３００選」を実施中です。このたび、
選定の第８回として幅広い分野での、「生産性向上に
役立つ２７の秘策」がサービス産業生産性協議会よ
り発表されました。（１／１９）

サービス産業の生産性向上に役立つ２７の秘策
 ～第８回「ハイ・サービス日本３００選」選定結果について～

経済産業省は、「雇用創出企業」の魅力を発信する
ためのウェブサイトを構築しました。今回は、昨
年２月に公表しました「雇用創出企業１，４００
社」の改定版です。主に、来春以降厳しい求人情
勢が見込まれる新卒予定の学生・生徒の就職支援
を目的として、また、新たに運輸、建設分野等を
加え、１，４４３社の「雇用創出企業」の魅力を
紹介します。（１／２２）

「雇用創出企業」ウェブサイトの
公表について

日本の宇宙産業界は、高い技術を誇るものの、諸外
国と比べて、国際受注の実績が乏しい状況が続いて
います。この状況を打開するため、経済産業省は、
産業界とともに、アフリカに 初めてミッション団
を派遣することになりました。今回の訪問により、
国際市場の開拓と巻き返しを図ります。（２／２）

宇宙産業ミッション団「初」のアフリカ派遣
 ～官民連携による国際市場の開拓に向けて～

経済産業省では、優れたＩＴ経営を実現し、他の
中小企業の参考となる中小企業等を「中小企業Ｉ
Ｔ経営力大賞」として表彰しています。この度、
大賞（経済産業大臣賞）、優秀賞（各共催機関長賞）、
特別賞（中小企業庁長官賞・商務情報政策局長賞）
及び審査委員会奨励賞の合計１８件が選ばれまし
た。（２／８）

「中小企業ＩＴ経営力大賞２０１０」
の結果発表について

３月１１日～１４日、ブラジル国サンパウロ市にお
いて、日本のコンテンツの祭典 ｢コ・フェスタ｣ を
主催します。今回は、近年ますます注目されるアニメ、
マンガ、ゲーム、映画等の日本のコンテンツ、最新
テクノロジー機器など、新たに日本の産業を牽引し
ていくことが期待される企業と、ブラジル国のコン
テンツ産業、機器関連産業とのマッチングを主たる
目的としています。（２／８）

海外における初の単独開催！
コ・フェスタin ブラジル

経済産業省は、２月２３日（火）から３月１５
日（月）まで、「アイディアボックス」（http://
open-meti.go.jp）を利用して、ネット上で一
般国民から、ＩＴ政策に関する御意見を募集し
ます。御意見は、産業構造審議会情報経済分科
会におけるＩＴ政策の検討に活用していきます。

（２／１６）

あなたのアイディアをこれからのＩＴ政策へ
～日本初、国民参加型のネット審議会を開設します！～
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世界に向けたファッションの情報発信拠点として、日本を代表
するデザイナーによるファッションショーや消費者向けの
ファッションイベントなどを実施します。「東京」を「世界の
繊維・ファッション基地」の一つとして確立すると共に、アジ
アの中心的なファッション発信拠点とすることを目指します。

●開催日　３月２２日( 月) ～３月２８日( 日) 
●時　間　※各イベントによって異なります。
●場　所　東京ミッドタウン他
●主　催　（社）日本ファッション・ウィーク推進機構
●問い合わせ先　（社）日本ファッション・ウィーク推進機構
　　　　　　　　ＴＥＬ：０３－３２４２－８５５１

第10回 「東京発 日本ファッション・ウィーク」（JFW in Tokyo）event

世界が注目する日本のテキスタイルのトップ・オブ・クオリ
ティ、すなわち伝統の匠の技、テキスタイルデザイン、テク
ノロジー、風合い、フィニシング。もの作りにおいて、キー
プレーヤーとなる素材、染色、後加工、サポートインダスト
リーを一堂に集めトレンドを発信する、我が国最大の繊維総
合見本市を開催します。

event JFW JAPAN CREATION 2011 Spring/Summer

●開催日　４月２１日（水）～２３日（金）
●時　間　１０：００～１８：００（最終日は１７：００まで）
●場　所　東京ビッグサイト　西ホール
●入場料　無料（名刺２枚を提出、学生は学生証の提示が必要）
●主　催　( 社) 日本ファッション・ウィーク推進機構
●問い合わせ先　ＪＦＷジャパン・クリエーション事務局
　　　　　　　　ＴＥＬ：０３－３６６１－７３２１

●開催日（原則）３月２３日（月）～２６日（金）
●時　間（原則）１０：００～１6：００ 開催場所により異なります
●場　所　全都道府県（会場はＨＰにて）
●入場料　無料
●主　催　中小企業庁・特許庁・厚生労働省・金融庁
●問い合わせ先　中小企業庁　参事官室

「ワンストップ・サービス・デイ」を開催します！event

資金繰りから新たな販路づくり、知的財産の活用、雇用調整助
成金など、中小企業の皆さんの相談に一ヵ所で対応するワンス
トップ・サービス・デイを開催します。是非、お近くの会場に
お越しください。開催日・場所・開催時間などの詳細な情報に
ついては、中小企業庁ＨＰをご覧ください。

｢ワンストップ・サービス・デイ｣では、運転資金を借りたい！融資
の条件変更ができないか？新商品を開発するための支援制度を教
えて欲しい！ネットを活用した販路展開をしたい！など、様々な
ご相談に応じます。是非、お近くの会場にお越しください！

© Japan Fashion Week Organization
昨年開催された日本ファッションウィークのイベント
の一部です。

LED照明の総合展示会　
LED Next Stage 2010

省エネ貢献製品として高い注目を集める LED 照明器
具・光源をはじめ、LED の今後の性能向上を支える
素子・素材、部品・デバイスなどを紹介します。
140 社を超える過去最大規模での開催です。各社の
最新製品を一堂にご覧いただけます。

●開催日　３月９日（火）～１２日（金）
●時　間　１０：００～１７：００（最終日は１６：３０まで）
●場　所　東京ビッグサイト　東３ホール 
●入場料　一般＝１，５００円／
　　　　　団体（20 名以上）１，０００円
　　　　　＜Web サイトの事前登録で無料＞
●主　催　日本経済新聞社
●問い合わせ先　NTT ハローダイヤル
　　　　　　　　TEL: ０３－５７７７－８６００

ものづくり展　
MONODZUKURI EXHIBITION

「ものづくり日本大賞」は、ものづくりの現場を支
える人々を表彰し、広く世の中に伝えるために創
設された賞です。これらの受賞者とその優れた技
術について、広く世の中に伝えるために展示会を
開催します。

●開催日　３月１３日（土）～４月４日（日）
●時　間　9：００～１７：００（入館は１６：３０まで）
　　　　　金曜日のみ9：００～２０：００（入館は１９：３０まで）
●場　所　国立科学博物館日本館1 階企画展示室
　　　　　及び中央ホール
●入場料　常設展示入場料が必要
　　　　　（一般・大学生600 円、
　　　　　高校生以下・満65 才以上は無料）
●主　催　（社）日本機械工業連合会
●問い合わせ先　国立科学博物館事業推進部展示総括室
　　　　　　　　TEL: ０３－５８１４－９１７５、９８８３

eventevent

●開催日　４月１３日（火）～２５日（日）
●時　間　9：００～１７：００（２３日（金）は２０：００まで）
●場　所　国立科学博物館　地球館１階展示場
●入場料　無料
●主　催　（社）発明協会
●問い合わせ先　
　ＴＥＬ：０３－３５０２－５４３１

第３２回 未来の科学の夢絵画展event

未来の科学の夢絵画展は、未来への夢を自由な発想によって絵
に表現し、科学への関心を高めてもらうことを目的として開催
しています。受賞した作品が展示されますので、ぜひお立ち寄
りください。

●開催日　５月６日（木）～８日（土）
●時　間　１０：００～１７：００
●場　所　東京ビッグサイト　東展示棟 東１・２・３ホール
●入場料　１，０００円　
　　　　　（３日間共通券／ホビークッキングフェア２０１０と
　　　　　両会場共通入場券／高校生以下無料） 
●主　催　（社）日本ホビー協会
●問い合わせ先　事務局ＴＥＬ：０３－３８５１－６６２８

第３４回 ２０１０ 日本ホビーショーevent

日本ホビーショーは、１０万人規模の国内でも有数の大型マー
ケティングイベントです。コミュニケーション・ターゲットを
拡げ、カテゴリー領域を拡張するとともに、来場者にとっては
魅力にあふれ話題性・提案性の高い企画展示を予定しておりま
す。ぜひご来場ください。

前回の会場の様子

今年のポスター

前回2010A/W 展の
トレンド展示素材。

前回2010A/W 展
の様子、約3 万人の
来場者が訪れます。

第31回 ｢特許庁長
官賞｣受賞作品

第31回 ｢経済産業
大臣賞｣受賞作品
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＜プロフィール＞
1947年、群馬県生まれ。日本大学理工学部卒業。
東京大学宇宙航空研究所勤務の後、レーシング
カーの設計に携わり、現在は自動車評論家とし
て活躍。1994年に市民団体の日本ＥＶクラブ
を設立。2009年、ミラＥＶ（日本ＥＶクラブ
製作）で東京～大阪555.6Kmを途中充電なし
で走行、１充電航続距離世界最長記録を達成し
た。「CG」「JAFMATE」等、連載多数。
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